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雑
誌
月
間 

平
成
27
年
４
月
16
日
（
木
） 

地
区
研
修
・
協
議
会
準
備
例
会 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

会
員 

58
名 

 
 

出
席
計
算
数 49

名
中
40
名
出
席 

出
席
率
81
・
63
％ 

前
々
回
出
席
率
94
・
12
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
近
藤
宏
一
郎
Ｒ
財
団
・
米
山
記
念 

奨
学
委
員
長 

・
米
山
記
念
奨
学
会 

１
０
０
円
募
金
運
動
に
つ
い
て 

★
武
藤
会
員
組
織
副
委
員
長 

・
友
達
を
呼
ぼ
う
例
会
に
つ
い
て 

★
鬼
頭
地
区
研
修
・
協
議
会 実

行
委
員
長 

・
地
区
・
研
修
協
議
会
に
つ
い
て 

★
地
区
研
修
・
協
議
会
準
備
例
会 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
我
等
の
生
業
」 

指 

揮 

者 

渡
辺 

観
永 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

  

ビ
ジ
タ
ー 

大
垣
Ｒ
Ｃ 

 
 

 

木
村 

定
昭
さ
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

「
地
区
研
修
・
協
議
会
の
た
め
の
指
導

者
会
議
」
み
な
さ
ん
ご
く
ろ
う
さ
ん
で

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

髙
木 

政
義 

良
い
天
気
で
す
。
春
爛
漫
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
原 

敏
正 

孫
の
大
雅
が
レ
イ
ク
グ
リ
ー
ン
の
理
事

長
杯
で
優
勝
し
ま
し
た
。
吉
田 

隆
彦 

昨
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
滝 

卓
也 

地
区
研
修
・
協
議
会
の
成
功
を
願
っ

て
！ 

 
 

 
 

 
 

 

岡
部 

快
圓 

地
区
研
修
・
協
議
会
の
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

鬼
頭 

茂
成 

本
日
は
地
区
研
修
・
協
議
会
準
備
へ
皆

様
の
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
村 

隆
德 

 
  

会
長
挨
拶 

 

会
長 

髙
木 

政
義 

４
月
１２
日 

（
日
）
に
「
地
区

研
修
・
協
議
会

の
た
め
の
指
導

者
会
議
」
が
ウ

ェ
ス
テ
ィ
ン
ナ 

ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
そ
の
他
の
会
員
、
事
務
局

の
み
な
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。「
指

導
者
会
議
」
は
来
月
開
催
の
「
地
区
研

修
・
協
議
会
」
の
準
備
会
議
で
す
。
ホ

ス
ト
ク
ラ
ブ
と
し
て
全
会
員
が
５
月
１０

日
の
本
会
議
に
参
加
し
ま
す
。
会
議
運

営
に
協
力
願
い
ま
す
。 

先
日
、
日
本
で
は
事
業
年
度
末
が
３

月
の
会
社
が
多
い
こ
と
か
ら
、
決
算
期

末
の
会
計
監
査
で
棚
卸
資
産
の
現
物
を

見
る
監
査
手
続
き
の
話
を
し
ま
し
た
が
、

今
日
は
見
え
な
い
も
の
の
話
で
す
。
も

っ
と
も
一
般
的
な
資
産
で「
銀
行
預
金
」

が
あ
り
ま
す
。
通
常
会
社
は
金
融
機
関

か
ら
残
高
証
明
を
入
手
し
て
い
ま
す
が

会
計
監
査
人
は
別
途
に
取
引
金
融
機
関

に
直
接
残
高
証
明
の
発
行
を
依
頼
し
受

け
取
り
ま
す
。 

も
う
一
つ
重
要
な
手
続
き
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
期
末
の
売
掛
金
、
貸
付
金

な
ど
の
債
権
金
額
を
取
引
先
に
会
計
監

査
人
が
確
認
す
る
も
の
で
す
。
会
社
の

債
権
金
額
に
つ
い
て
取
引
相
手
か
ら
回

答
を
得
る
手
続
き
で
す
。
同
一
金
額
で

差
異
な
し
と
の
回
答
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
差
異
が
あ
れ
ば
そ
の
内
容
に

つ
い
て
調
査
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
か
な
か
手
間
の
か
か
る
作
業
と
な
り

ま
す
。
ま
た
そ
の
回
答
が
信
頼
で
き
る

も
の
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
取
引
先
に
管

理
能
力
が
な
け
れ
ば
常
に
金
額
同
一
で

差
異
あ
り
ま
せ
ん
の
返
事
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
は
実
施
す
る
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
と
き
に
は
取
引
先
に
連
絡
し
て
意

図
的
に
差
異
な
し
の
回
答
を
要
請
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
皆
無
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ど
ん
な
手
続
き
も
完
璧
な
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
以
前
こ
の
債
権
確
認
を
支

払
請
求
と
誤
解
し
た
問
い
合
わ
せ
の
電 

話
を
受
け
た
こ

と
も
あ
り
ま
し

た
。
会
社
に
こ

の
よ
う
な
債
権

確
認
の
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
ら
、

正
確
な
回
答
を

す
る
よ
う
に
指

導
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

 

雑
誌
月
間 

平
成
27
年
４
月
23
日
（
木
） 

名
古
屋
地
区
Ｒ
Ｃ
合
唱
団
連
会 

東
日
本
大
震
災 

 
 

 

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
５ 

於 

日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館 

 

会
員 

58
名 

出
席
計
算
数 58

名
中
58
名
出
席 

出
席
率 

１
０
０
％ 

前
々
回
出
席
率
94
・
00
％ 

  

ゲ
ス
ト 

米
山
記
念
奨
学
生 

 
 

 
 

チ
フ
ト
ゥ
チ 

ウ
ッ
ム
ハ
ン 

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

ダ
ル
ト
ン
・
レ
ー
ン
・
ベ
イ
カ
ー 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
敬
称
略
） 

        

ご
あ
い
さ
つ 

名
古
屋
地
区
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

合
唱
団
連
合
会  

会 

長 

盛
田
和
昭 

 

第
１
部 

◆
名
古
屋
名
南
Ｒ
Ｃ
混
声
合
唱
団 

指 

揮
／
友
森 

美
文 

 
 

ピ
ア
ノ
／
古
山 

 

緑 

・
異
邦
人 

 
 

 

・
童 

神
（
天
の
子
守
唄
） 

◆
メ
ー
ル
・
ア
カ
ン
タ
ー
レ（
名
古
屋
東
南
Ｒ
Ｃ
） 

指 

揮
／
竹
田 

裕
規 

 
 

・
月 

夜 
 

 
 

・
秋
の
ピ
エ
ロ 

1294 

 

 

第1514 回例会 

第1515 回例会 
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◆
コ
ー
ル
・
カ
メ
リ
ア
（
名
古
屋
名
駅 

Ｒ
Ｃ
） 

指 

揮
／
水
谷 

弥
生 

 
 

ピ
ア
ノ
／
中
村 

容
子 

・
ジ
ュ
ピ
タ
ー 

 
 

・
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
賛
歌 

・
流
浪
の
民 

◆
コ
ー
ル
・
ス
イ
ー
ツ
（
あ
ま
Ｒ
Ｃ
） 

指 
揮
／
冨
田 

由
子 

 
 

ピ
ア
ノ
／
野
田
佳
予
子 

・
海
辺
で 

 
 

 

・
瑠
璃
色
の
地
球 

◆
オ
オ
ス
シ
ン
ガ
ー
ズ
（
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
） 

指 

揮
／
井
原 

義
則 

 
 

ピ
ア
ノ
／
岡
戸 

弘
美 

・C
a
ro

 m
io

 b
e
n
 

・
友 

旅
立
ち
の
時 

 

・
君
と
歌
お
う 

                    
 

 
  

◆
コ
ー
ル
・
ロ
ー
タ
リ
ー
名
古
屋 

（
第
２
７
６
０
地
区
15
Ｒ
Ｃ
） 

指 

揮
／
夏
目 

久
子 

ピ
ア
ノ
／
中
村 

容
子 

・
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ
メ
ド
レ
ー 

・A
v
e
 M

a
ria

 M
e
d
le

y 

・
枇
杷
の
花 

第
２
部 

◆
井
原 

義
則 （

テ
ノ
ー
ル
）  

 

ピ
ア
ノ
／
岡
戸
弘
美                 

・
鱒 

・
セ
レ
ナ
ー
タ 

・
海
辺
の
恋 

◆
小
林 

史
子 （

ソ
プ
ラ
ノ
） 

ピ
ア
ノ
／
佐
藤 

惠
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
こ
の
道 

 
 

 
 

 

・
宵
待
草 

・〈
ジ
プ
シ
ー
の
歌
〉よ
り 

 
わ
が
母
の 

教
え
た
ま
い
し
歌 

・
歌
劇〈
ル
サ
ル
カ
〉よ
り 

月
に
寄
せ
る
歌 

◆
夏
目 

久
子 

（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
） 

ピ
ア
ノ
／
都
築
彩
子 

・
蘇
州
夜
曲 

・
麦
の
唄 

・
空
と
ぶ
う
さ
ぎ 

 

義
援
金
の
贈
呈 

盛
田
会
長
よ
り 

「
あ
し
な
が
育
英
会
」
へ 

 

全
員
合
唱 

故
郷 

会
場
の
皆
様
と
共
に 

 

 

ご
挨
拶 

名
古
屋
地
区
Ｒ
Ｃ
合
唱
団
連
合
会 

会
長 

盛
田
和
昭 

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災

か
ら
今
年
で
４
年
が
経
ち
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
皆
様
は
復
興
に
向
け
ご
努
力

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
我
々

名
古
屋
地
区
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
合
唱

団
連
合
会
は
、
支
援
を
す
る
た
め
そ
の

年
の
６
月
に
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
２
０
１
１
」
を
開
催
し
て
今
回
が

５
回
目
と
な
り
ま
す
。
特
に
昨
年
は
全

日
本
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
親
睦
合
唱
祭

を
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０

１
４
」
と
し
て
開
催
し
、
全
国
の
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
合
唱
団
の
皆
様
か
ら
の

寄
付
を
加
え
て
１
０
１
万
３
，４
４
８
円

が
集
ま
り
全
額
を
あ
し
な
が
育
英
会
に

寄
付
し
ま
し
た
。
今
ま
で
に
贈
っ
た
義

援
金
の
合
計
は
３
１
１
万
９
，０
５
８
円

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
も
大
勢
の
皆
様

に
ご
賛
同
、ご
協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
回
は
、
夏
目
久
子
先
生
、
井
原
義

則
先
生
に
加
え
て
、
愛
知
県
立
芸
術
大

学
、
名
古
屋
音
楽
大
学
講
師
の
小
林
史

子
先
生
に
も
ご
賛
同
を
し
て
い
た
だ
き

演
奏
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
小

林
先
生
は
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
奨
学
生
と

し
て
イ
タ
リ
ア
に
留
学
さ
れ
た
経
験
を

お
持
ち
の
方
で
す
。 

こ
の
名
古
屋
か
ら
被
災
地
の
皆
様
に

元
気
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
来

場
の
皆
様
の
ご
賛
同
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
最
後
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

  

名
古
屋
地
区
Ｒ
Ｃ
合
唱
団
連
合
会 

東
日
本
大
震
災 

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
５ 

名
古
屋
地
区
Ｒ
Ｃ
合
唱
団
連
合
会 

総
務 

鬼
頭 

茂
成 

平
成
27
年
４
月
23
日
（
木
）
に
「
東

日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
５
」
を
日
本
特
殊
陶
業
市
民
会

館
ビ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
２
０
１
１
年
３
月

に
震
災
が
起
こ
り
、
そ
の
復
興
を
支
援

し
よ
う
と
、
こ
の
地
域
の
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
合
唱
団
７
団
体
が
名
古
屋
地
区

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
合
唱
団
連
合
会
を

組
織
し
て
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
５
回
目
と
な
り
ま
し
た
。 

演
奏
会
は
２
部
構
成
で
、第
１
部
は
、

名
古
屋
名
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
混
声

合
唱
団
（
名
古
屋
名
南
Ｒ
Ｃ
）、
メ
ー

ル
・
ア
カ
ン
タ
ー
レ
（
名
古
屋
東
南
Ｒ

Ｃ
）、
コ
ー
ル
・
カ
メ
リ
ア
（
名
古
屋
名

駅
Ｒ
Ｃ
）、
コ
ー
ル
・
ス
イ
ー
ツ
（
あ
ま

Ｒ
Ｃ
）、
オ
オ
ス
シ
ン
ガ
ー
ズ
（
名
古
屋

大
須
Ｒ
Ｃ
）、
コ
ー
ル
・
ロ
ー
タ
リ
ー
名

古
屋
（
地
区
内
15
Ｒ
Ｃ
）
の
６
合
唱
団

が
合
唱
を
演
奏
し
ま
し
た
。
第
２
部
は 

               

協
力
音
楽
家
の
演
奏
で
、
愛
知
県
立
芸

術
大
学
講
師
の
井
原
義
則
さ
ん
（
テ
ノ

ー
ル
）、名
古
屋
音
楽
大
学
講
師
の
小
林

史
子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
名
古
屋
二
期

会
理
事
の
夏
目
久
子
さ
ん
（
メ
ゾ
ソ
プ

ラ
ノ
）
の
素
晴
ら
し
い
歌
唱
を
聴
か
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
ソ
プ
ラ
ノ
の
小
林
史

子
さ
ん
は
Ｒ
Ｉ
２
６
３
０
地
区
か
ら
ロ

ー
タ
リ
ー
財
団
奨
学
生
と
し
て
イ
タ
リ

ア
に
留
学
さ
れ
た
経
験
を
持
つ
方
で
す
。 

そ
の
後
、
あ
し
な
が
育
英
会
の
佐
藤

寛
太
君
に
盛
田
会
長
か
ら
義
援
金
の
目

録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
佐
藤
君
が
、
自

身
の
親
を
亡
く
し
た
者
の
想
い
を
語
り
、

義
援
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
の
説
明
を

さ
れ
、「
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
長
期
的
な
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
出

演
者
、
来
場
者
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」

を
歌
っ
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
集
ま

っ
た
義
援
金
は
７
０
７
，
２
１
０
円
。

全
額
を
４
月
28
日
に
あ
し
な
が
育
英
会

に
送
金
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

４
月
30
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

定
款
規
定
に
よ
り
休
会 

５
月
７
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

地
区
研
修
・
協
議
会
準
備
例
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

広
報
委
員
会 

 
 

林 
 

順
治 

杉
浦 

令
淑
・
内
藤 

 

明 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


	「我等の生業」

